
小学校 国語 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報
を見付けることができるかどうかをみる

【学習指導要領の内容】 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと ウ

【評価の観点】思考･判断･表現

【問題形式】記述式

指導改善のポイント

★目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を
見付ける

・学習指導にあたっては、複数の資料を結び付けて読む学習活動を設定し、それぞれの
資料がどのような関係にあるのかを考えながら読むことが重要です。その際、それぞれ
の資料にある、語句や情報を丸や四角で囲んだり、線などでつないだりするなどして、
どの部分と結び付くのか視覚的に明らかにしながら読む指導を行うことが効果的です。

・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けるためには、
文章の要旨を捉えた上で、図表などが文章のどの部分と結び付くのかを明らかにしなが
ら、必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりすることが重要です。
必要な情報は、目的に応じて変わるため、読む目的を明確にすることも大切です。

★文や文章の中で、漢字を正しく使う
漢字を書くことについては、当該学年の前の学年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使おうとする習慣を身に付けるようにするとともに、当該学年に配当されている漢字を徐々
に書き、文や文章の中で使うようにすることが重要です。今後は、ICT 端末を使って文章を書
く機会が増えることも予想されます。そのため、同音異義語から文章に合う漢字を選ぶ力を付
けていくことも大切です。

指導改善のポイント

【課題】 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要
な情報を見付けることに課題がある。

２四
イ

正答率 無解答率

和泉市 67.5 4.9

全国
（公立） 72.1 4.3

【課題】 同じ読み方をする「熱」、
「厚」と解答している児童が見られたこ

とから、同音異義語に注意して書くこと

に課題がある。

【出題の趣旨】学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使うことができる
かどうかをみる

【学習指導要領の内容】知識及び技能
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 エ

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】短答式

３三
（２）

正答率 無解答率

和泉市 48.0 18.2

全国
（公立） 56.3 16.2

３三（２） 【資料１】を読み返して言葉の変化について自分が納得したことを、【資料
２】、【資料３】、【資料４】に書かれていることを理由にしてまとめて書く２四イ 【ちらし】の下線部イを、漢字を

使って書き直す



中学校 国語 課題の具体と指導改善のポイント

【課題】書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識
して文章の構成や展開を考えることに課題がある。

【出題の趣旨】書く内容の中心が明確になるよう
に、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開
を考えることができるかどうかをみる

【学習指導要領の内容】思考力、判断力、表現力
等 Ｂ 書くこと イ

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】選択式

指導改善のポイント

★書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章
の構成や展開を考える
・案内文など実用的な文章を書く際には、項目ごとの内容のまとまりに、文章全

体の中でどのような役割をもたせるかを明確にすることが必要です。その上で、
集めた材料を比較、分類、関係付けなどして整理し、情報と情報との関係を見い
だして、それぞれの情報を文章全体のどこに位置付けることが適切であるかな
ど、文章の構成や展開を考えながら書くことが大切です。

・案内文に必要な項目を立て、それぞれの情報をどの項目に入れ、どのような順
序で示すかなど、意図を明確にして文章の構成や展開を考える学習が考えられま
す。

４二 手紙の下書きを見直し、修正した方がよい部分を見付けて修正し、
修正した方がよいと考えた理由を書く

【課題】読み手の立場に立っ
て文章を整えることについて、
課題がある。

指導改善のポイント

★読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、
文章を整える
・推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように、読み手の立場に立って、

語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるように指導
することが大切です。その際、行事などとの関連を図る等、具体的な相手を想定
して読み返し、伝えようとすることが十分に書き表されているかなどを、読み手
の立場に立って確かめることが重要です。

１三 ちらしの中の情報について、示す位置を変えた意図を説明したものとして
適切なものを選択する

【出題の趣旨】読み手の立場に立って、語句の
用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整え
ることができるかどうかをみる

【学習指導要領の内容】 思考力、判断力、表現
力等 Ｂ 書くこと エ

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

１三 正答率 無解答率

和泉市 56.1 0.6

全国
（公立） 63.3 0.5

４二 正答率 無解答率

和泉市 23.3 24.3

全国
（公立） 30.1 19.1



小学校 算数 課題の具体と指導改善のポイント

【課題】使いかけのハン
ドソープの残りの量が容
器の中の残りのハンド
ソープの重さに対応して
いることを理解できてい
ない。

１（３） 正答率 無解答率

和泉市 66.4 4.6
全国

(公立） 71.6 3.5

１（３）示された表から、「春だいこん」や「秋冬だいこ
ん」より「夏だいこん」の出荷量が多い都道府県を選ぶ

４（２） 正答率 無解答率

和泉市 41.5 5.3

全国
（公立） 48.7 3.4

４（２）使いかけのハンドソープがあと何プッシュすることができるのかを調べるために、必要な事柄を
判断し、求め方を書く

指導改善のポイント

【出題の趣旨】簡単な二次元の表か

ら、条件に合った項目を選ぶことが
できるかどうかをみる

【学習指導要領の領域】

Ｄデータの活用 ３（１）ア（ア）

【評価の観点】知識･技能

【問題形式】選択式

指導改善のポイント

選択問題であるにも関わらず、本
調査において和泉市と全国の正答
率の差が5.2ポイント下回る結果と
なりました。

【課題】大きな数値に
のみ着目し、当てはま
る項目全てを比較する
ことができていない。

比較する項目と数値の
１対１対応を正しく理
解できていない。★複数の情報から状況に応じて必要な数量を見いだし、それらの

関係を数学的に表現できるようにする
・液体の量の代わりとして重さに着目することに気付くことができ
るようにすることが大切です。

・線分図などを用いて、使いかけのハンドソープの重さには容器の
重さも含まれていることを捉えることができるようにすることが
大切です。

・その上で、使いかけのハンドソープの重さと容器の重さと液体の
重さの関係や液体の重さと１プッシュ分のハンドソープの液体の
重さの関係を式や言葉の式に表現する活動を取り入れることが大
切です。

★二次元の表から、結論の根拠となる数値を読み取ることができるようにする
・表のどの部分に着目するのかを考えて、都道府県ごとに「春だいこん」「夏
だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量の大小を比較し、結論の根拠となる数
値を読み取ることができるようにすることが大切です。

・また、一つの都道府県を見付けて終わるのではなく、表に記載されている他
の都道府県についても調べることができるようにすることも大切です。

【出題の趣旨】伴って変わる二つの
数量の関係に着目し、問題を解決す
るために必要な数量を見いだし、知
りたい数量の大きさの求め方を式や
言葉を用いて記述できるかどうかを
みる

【学習指導要領の領域】

Ａ数と計算 ３（４）ア（ア）

Ｃ測定 ３（１）ア（ア）

Ｃ変化と関係 ４（１）イ（ア）

Ｄデータの活用 ５（２）ア（ア）

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式



１ 正答率 無解答率

和泉市 26.4 1.0

全国
（公立） 31.8 0.7

【出題の趣旨】事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することができるかどうか
をみる

【学習指導要領の領域】Ｃ関数(1)イ(イ)

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

８（２） 正答率 無解答率

和泉市 31.8 44.6

全国
（公立） 38.0 35.0

中学校 数学 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】素数の意味を理解しているか
どうかをみる

【学習指導要領の領域】Ａ数と式1(1)ア(ア)

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】選択式

１ １から９までの数の中から素数をすべて選ぶ ８（２） Ａ駅から60.0㎞地点につくられる新しい駅の運賃がおよそ何円になるか
を求める方法を説明する。

★事象を数や式を用いて考察する場面において、素数の意味を理解
することができるようにする

・１より大きい自然数が、１とその数自身以外には約数をもたない数と、そう
ではない数に分けられること、すなわち素数と素数でない数との２種類に分
けられるという数学的な見方を通して、素数の定義の理解を深めるようにし
ます。

・小学校算数科で学習した整数の性質を振り返り、約数の学習と関連付けて考
えることや、数学の発展の過程に気づくような数学的活動として、エラトス
テネスのふるい（自然数の集合から倍数を順に取り除いて素数を見つける）
に取り組む等、素数の数学的な性質を多面的に理解することが大切です。

★素因数分解することを通して、整数や素数の性質についての理解
を深めることができるようにする

・素因数分解の一意性（分解の順序を変えても、整理すると表し方がただ一通
りに決まること）についての理解を深めることで、１が素数に含まれないこ
とを経験的に判断できるようにすることが大切です。
例）24の素因数分解
〔１を素数に含めてしまった場合〕
２３×３ １×２３×３ １２×２３×３ ➡ 複数の表し方ができる

〔１を素数に含めない場合〕
２３×３ ➡ 表し方がただ一通りに決まる

【課題】素数の意味（定義）を理解することに課題がある。無解答
率は低いが、正確な知識・技能として定着していない。

指導改善のポイント

【課題】表・式・グラフを活用し、問題解決の方法・手順やその理由を
説明することに課題がある。

指導改善のポイント

★日常の事象の中にある課題を解決するために、比例や反比例とみなし
て、問題解決の見通しをもてるようにする

・関数の学習は、日常生活において数量間の関係を探究する基礎となるものです。日常の事
象の中には、その関係を理想化・単純化することによって関数とみなして結論を得たり、
未知の状況を予測したりすることができるものがある、と知っていることが大切です。

★習得した知識及び技能を活用して、自分の考えを数学的に説明できる
ようにする

・目的に応じて表・式・グラフを適切に選択し、数学の用語を正しく使いながら自分の考え
を他者に示す場面や、根拠に基づきながら身近な事象について説明する課題に取り組むこ
とが大切です。



小学校 理科 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】乾電池のつなぎ方につ
いて、直列つなぎに関する知識が身に
付いているかどうかをみる

【学習指導要領の領域】「エネル
ギー」を柱とする領域４Ａ(3)ア(ア)

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】選択式

【課題】「乾電池の正しいつなぎ方やその特徴を捉えること」特に、並
列つなぎの特徴と図を関係付けて捉えることに課題がある。

３（４） 正答率 無解答率

和泉市 22.8 15.8

全国
（公立） 29.9 11.4

【課題】レタスの種子の発芽の条件について、既習の植物の発芽の条
件との差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現すること
に課題がある。

３（４）レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気付きを基に、見いだ
した問題について書く

２（４） 正答率 無解答率

和泉市 41.7 1.4

全国
（公立） 55.1 0.8

２（４）乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを
選ぶ

指導改善のポイント

【出題の趣旨】レタスの種子の発芽の条件に
ついて、差異点や共通点を基に、新たな問題
を見いだし、表現することができるかどうか
をみる

【学習指導要領の領域】「生命」を柱とする
領域５Ｂ（1）イ

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

★差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見いだすこ
とができるようにする
指導にあたっては、観察、実験の結果を比較して、差異点や共通点を基に、具体

的な条件に着目した問題を見いだす場面を設定することが考えられる。例えば、
「発芽するために必要な養分はどこからくるのだろうか」という問題を見いだし、
インゲンマメの種子が発芽した後の様子を観察する。発芽する前と後のインゲンマ
メの種子にヨウ素液をつけ、でんぷん反応を確認し、発芽した後の種子からはでん
ぷん反応がないことから、「インゲンマメが成長するためには、肥料や日光が必要
なのだろうか」という問題を見いだすことが考えられます。

指導改善のポイント

★「ものづくり」と「言葉や図での表現」との往還でより深く理解で
きるようにする

・ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再
構成したりするなどして、学習を通して得た知識の理解を深めることが大
切です。

・指導にあたっては、例えば、ものづくりでできた装置を図で表現したり、
設定した目的を達成できているかを振り返り、修正したりする学習活動が
考えられます。



１（２） 正答率 無解答率

和泉市 37.3 14.8

全国
（公立） 46.2 8.0

【出題の趣旨】水の中の生物を観察する場面に
おいて、呼吸を行う生物について問うことで、
生命を維持する働きに関する知識が概念として
身に付いているかどうかをみる

【学習指導要領の領域】「生命」を柱とする領
域（３）（ウ）㋐

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】選択式

１（４） 正答率 無解答率

和泉市 25.1 0.6

全国
（公立） 29.7 0.2

中学校 理科 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】身の回りの事象から生じ
た疑問や見いだした問題を解決するため
の課題を設定できるかどうかをみる

【学習指導要領の領域】「粒子」を柱と
する領域（２）(ア) ㋐

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

１（２） 「理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水を使うのかな？」とい
う疑問を解決するための課題を記述する １（４）生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を行う生物をすべて選択する

【課題】観察した水の中の生物が呼吸を行う生物か否かについて、これ
まで理科で学習したことを活用して、生命を維持する働きと関連付けて
説明することに課題がある。

★疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定できるようにす
る

・見通しをもって科学的に探究をするためには、疑問や見いだした問題から解決す
るための課題を設定することが大切です。

・指導にあたっては、身の回りの事象から生じた疑問や問題が解決可能かどうかに
着目し、科学的な探究の課題を自分の言葉で表現する学習場面を設定することが
考えられます。

・その際、生徒が疑問や問題から自分の言葉で課題を表現し、見通しをもって探究
できるようにするために、「課題の把握」の段階で生徒が疑問や問題を見いだし
やすい自然の事物・現象を提示することが重要です。

指導改善のポイント

【課題】見いだした問題から適切な課題を設定することに課題があ
る。

指導改善のポイント

★生命を維持する呼吸の知識をいろいろな生物に活用できるようにする
・観察した生物の共通点と、生命を維持する呼吸の知識とを関連付けて、生命を維持
する働きに関する知識を概念として身に付けることが大切です。

・指導にあたっては、「呼吸を行う」、「光合成を行う」などの生物の共通点や相違
点を挙げ、生命を維持する働きに関する知識を基に、それらの特徴からいろいろな
生物について考察する学習場面を設定することが考えられます。

・その際、直接観察することが難しい生物については、博物館等で公開している動画
等を１人１台端末で視聴することも考えられます。


